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口語法 口語法   
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一 決つに めた

文・ 語 行四段活用 動詞 言 買 口語 言 買 云のハ の の ひ ひ を でわ い い と い それに て た、 、 、 が

附 言 買 靜岡縣 山梨縣 長野縣 東 大抵けば って た って た となるわ から が そうで、 、 、 、 、 、

愛知縣 岐阜縣 新潟縣 言 買 云 西あって でわ うて た うて た をまぜて い それから、 、 、 、 、 、 、

九州 大抵 言 買 云 助詞 同 續わ まで うて た うて た と う の たら たり にも じように、 、 、 。

く、初 兩立 案 立 決議 末 言 買わ させようと を てたが の に って た って た とすること、 、 、 、 、

になった 但 請 問 給 請 問 給 同し い い い わ うて た うて た うて た とする。 、 、 、 、 、 。  



別記 六四六五頁 

長 嬉 思 新 作 嬉 文語・ よくなる くかゝる しく う しく る よくて しくて などゝ のまゝに く、

發音 關東 奧羽 松前 靜岡縣 長野縣 越後 一部 尙 佐賀縣と するは と の であって の、 、 、 、 、 、 、 、

唐津 宮崎縣 延岡 其外 諸所 云 沖縄縣 云 其外 愛の でも い そうして でも く と う、 、 、 、 、 、 、 、

知縣 岐阜縣 富山縣 越後 一部 西 九州 長 嬉の から は まで すべて ようなる うかゝる、 、 、 、 、

思 新 作 嬉 愛知縣 富山縣 出雲 高知縣しう う しう る ようて しうて であるが に く を、 、 、 、

云 所 因まぜて う がある て、 初 兩立 案 立 決議 末わ させるように を てたが の に く とするこ、 、 、

とゝなった 同一六九頁。

言 買 長って た って た よくなる くかゝる、 、

口語法 同別記    

大槻文彦

・バ行四段活用 又 行四段活用 動詞 呼 遊 又 飮 賴 讀わ マ の の び び わ み み み などに て、 、 、 た

時 呼 遊 飮 讀 口語 云 東國一圓をつづける に んで だ んで だ んで だ んで だ と に うわ、 、 、 、 、

西 中國四國 大抵同 富山縣 石川縣 美作 備中 出雲等から わ まで じである しかし、 、 。 、 、 、 、 、

大槻 國語改良 話の

國語改良 非常 大事業 中 一朝一夕 成 遂 世のことは の であって 々 に し げられることではない、 、 、

間 文体 言文一致 標準語 東京 上流 者 言葉 取 容易には を にして その を の の の に ればよいなど なや、 、

思 居 者 予 考 東京言葉 亂雜 不思議 言葉 思うに つて る があるが の へでは ほど で な はないと う、 、 、 、

一例 擧 人 平生使用 言葉 言葉 試 文法を げていへば の する の ゴザイマス の マス といふ を みに で、

碎 見 文法上 終止法 命令法 是 四段 活いて れば マス といふのは の で には マセ といふ れは の、 、 、

然 又未來 下二段活用 見きとみねばならぬ るに には ゴザリマセウ といふから と ねばならぬ し、 、

又此 用 兩立 居 斯 風かるに の マス に ル をつけても いるので マス と マスル が して る ういふ、

活用 規則 立 立 変格 一 二で の が てにくい てゝも といふものになって それが つ つならばよい、 、 、

幾 出 來 中略 尙 東京人 訛 動が つもいくつも て る ほ の もひどい うごく く イゴク と、 。 、 、

善 遊 蚯蚓いひ よい い を イヽ といひ あそぶ ぶ を アスブ といひ みゝず を、 、 、

蜆 鮎 中略 東京メヽズ といひ しじみ を シジメ といひ あゆ を アイ といひ それで、 、 、

言葉 輕薄 聞 威嚴莊重 品 全 欠は に こえて といふ が く け、

東京言葉 大瑕 又急 咄 言葉 変 易 百年前 小說ている これが の である いで すから も わり い の など。 。 、

今 分 言葉 多 五十年前 余程違 京都言には では からぬ が い のでも っている それでも もともと、 。 。 、

葉 出 京から たので、 都 千年 都 今東京言葉 穿鑿は の でもあるから を するならば、 、 京都言葉どうしても

一応調 參考 思 中略 此 如 今日 東京言葉を べて とせねばならぬと う の く の といふものは、 。 、

種 關係 成 立 頗 混雜 居 直 以 大日本國々の より り った る して るものであるから ちにこれを て の、 、 、

標準語 出來 大槻とするなどといふことは とても ぬ、 。



希 飮 賴 云 所 廣島縣 山口縣 石見 高知縣にわ に うで だ うで だ など う があり に、 、 、 、 、 、 、 、

飛 遊 飮 賴 讀 云 又 飮も うで だ うで だ うで だ うで だ うで だ など って わ んで、 、 、 、 、 、 、

賴 云 所 九州 大抵二 用 居だ んで だ などまぜて う もある でも つをまぜて いて て んで だ、 、 。 、

福岡縣ばかりなのわ で、 、 うで だ、 熊本縣 今 用 多ばかりなのわ である わ いるところの、 。 、

定 是等 助詞 續いのによって んで だ に めた そうして が の たら たり に くにも だ、 、 。 、 、

同 七十五頁ら だり となる。

・文語 上二段活用 未來 推量 起 落 云 口語 東國 松前一圓でわ の を きむ ちむ と うを でわ、 、 、 、

西 播磨 但馬 和歌山縣 香川縣 大抵 起 落 云から わ あたりまで きよう ちよう と、 、 、 、 、 、

京都 大阪 丹波 德島縣 愛媛縣 起 落 起い もそうである でわ きよう ちよう に きょ、 、 、 、

落 高知縣 起 落 岡山縣 鳥取縣 西 山口う ちょう をまぜ でわ きゅう ちゅう をまぜ から は、 、 、

縣 起 落 中略 今 起 落 定 同一 六頁まで きゅう ちゅう は きよう ちよう に めた、 。

二 定つに めた

・ 飽 足 借 關西 口語 五段活用 關東 飽 足く る る を の にわ おもに につかい では きる りる、 、 、

借 上一段 居 因 是等 語りる と につかって る って の わ。 、兩方 活用に するものとする 同二。

五頁

上一段 下一段活用 動詞 命令 駿河 山梨縣 長野縣 越後 一部 東 口・ の の を の から でわ、 、 、 、 、 、

語 起 落 着 見 受 捨 云 其外 遠江 愛知縣 岐阜縣に きろ ちろ ろ ろ けろ てろ と う わ。 、 、 、 、

富山縣 佐渡 京都府 大阪府 和歌山縣 香川縣 大抵 起 起 落から までわ きよ きい、 、 、 、 、 、 、

落 着 着 見 見 京都 大阪 起 落 着ちよ ちい よ い よ い などをまぜてつかい わ きい ちい、 、

西 九州 大抵 上一段活用 着い それから わ まで わ い である しかし にわ い の かぬの、 、 。 、

今もあるから わ、 、 二 定ろ よ の つに めた 同一三一頁。

・打消 靜岡縣 山梨縣 長野縣 越後 境の ず ぬ ね ない なく なけれ わ を として それか、 、 、 、 、

東 西 九州 專ら わ なく ない なけれ で ず ぬ ね をまぜ それから わ まで ら ず ぬ ね を、 、 、

用 岐阜縣 安八群 養老郡 岡山縣 英田群 廣島縣 沼隈郡 比婆いる けれども の の の。 、 、 、 、 、

郡 島根縣 大原郡 簸川群 宮崎縣 宮崎郡 用 所 因の の に なく ない なけれ を いる がある、 、 、 。

て、二 通用 事つながら させる とした、 同二五 頁。

飽 足く

借 打消る る よ し ず ぬ ね、 、

用 許いぬがよい されぬ、



・ 行四段活用 動詞 行 行 限 不思議カ の の きて きたり に って いって いった となったわ であ

是 室町時代 同時 後る れは からのようで に いて いた とつゞめたのをまぜて には いて。 、 、 、

今 畿內 西國 東國いた などばかりになった でも では そうであるが では って っ。 、 、 、 、 、

是 因 云 以 以 云 同た である れは りて を よて と い ちて を て と うと じであろう け。 。

用 同八八頁れども いて いた わ いぬがよい。

駿河 山梨縣 長野縣 越後 東 書 居 讀 受 約・ から でわ いて る んでいる けている などを め、 、 、 、

書 讀 受て いてる んでる けてる 過去 書 讀 云に いてた んでた と て、進行現在 用に いる

中略 又 書 居 讀 居 受 居 轉 書 讀 受ことがあって き る み る け る を じて きよる みよる け

云 所 用 同一三 頁よる などゝも う があるが どれも いぬがよかろう、 。

口語法 同別記    

口語法 

調査報告書 好 好し き 

第三十六條 形容詞 好 好 云 云 云ノ し き ヲ よい ト フカ いい ト フカ えい ト フカ え、 、

云え ト フカ。

い 東京府 府下一般 群馬縣 宮崎縣 一部い よい ごく でエイ、 。 、 。

神奈川縣 埼玉縣 靜岡縣 靑森縣 長野縣 愛知縣 鳥取縣 福よい いい ええ、 、 、 、 、 、 、 、 、

岡縣 大分縣 茨城縣、 、 。

新潟縣 千葉縣 山梨縣 福井縣えー いい、 、 、 、 。

北海道 福島縣 山形縣 秋田縣 京都府 大阪府 兵庫縣 奈良縣 滋よい ええ、 、 、 、 、 、 、 、 、

賀縣 富山縣 和歌山縣 島根縣 岡山縣 廣島縣 香川縣 高知、 、 、 、 、 、 、

縣。

宮城縣 岩手縣 三重縣 岐阜縣 石川縣 山口縣 德島縣 愛媛縣 鹿兒島縣ええ 、 、 、 、 、 、 、 、 。

よい いい ええ えー



同別記 東京府 埼玉縣 千葉縣 茨城縣 神奈川いゝ は  、 、 、 、 、

縣 靜岡縣 山梨縣 長野縣 云 尙 越後 三河 福井縣 香川縣 大分縣 云で い でも い、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

宮崎縣 多 沖縄縣 大抵 混用 殊 中國に く もそうである そうして よい えい を している に、 。 。 、

西部 四國 九州 半 又 云 所 多 同別記 一五の の わ えい である えい を えゝ と う が い、 、 。   

二

よい いい ええ えー

口語法 第 章 形容詞 よい いい  

ええ

ええ

正 日本語しい

口語法 同別記    

口語法 同別記    

口語法 同別記    

柴田武



方言

札

口語法 同別記    

口語法  

同別記  

口語法 同別記    

一 決 用 許つに めた いぬがよい されぬ、 、

口語法 同別記    

明治 方言硏究 國語統一の は、 、

方言矯正 目的 下 行 云 東條操の の に われたものと ってよい

口語法 同別記    

柴田武

明治以來 終始 國語 對 方言 標準語 對 方言 逆 國語に する に する であって その ではなかった、 、 、 。

調査委員會 方言 調査 標準語 選定 方言 伴が ヲ シ ようとしたのは ヲ スル ためであった こうして に、 。

付隨的 意味 標準語 奉仕 方言 考 方 日本 近代化 中 形成う な も のために する という え も の の で されたも、 、

諸外國 必 標準語 共通語 方言 標準語 方言のであって では ずしもそうではない と、 。 、 、   
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要 旨

今日自明 事實 受 止 口語 實際話 音聲言語 基 文字言な のように け められている つまり される とそれに づいた、

語 槪念 日本 言葉 日本語 語 用 日本語 語 日本 植民地という は の あえて という を いないのは という も が を、 、

獲得 過程 生 語 他者 意識 用 語していく において まれた つまり を するようになってから いられるようになった、 、

歷史 共 槪念 日本 國民國家 形成 國語 共 新である と を にする ではなく が として されていくなかで と に しく、 、

創出 槪念された である。

年 日本 初 言語政策機關 生 國語調査委員會 日本 初 話 言葉 全國調査で めて として まれた は で めて し の、 、

行 基 口語法 年 口語法別記 年 著 標準語 規範 示を い それに づいて と を し の として した、     、 。

基準 口語法 例言 現今我 國 於 口語 地方 頗 區 一致 本書 主その は の に ガ ニ ケル ハ ニヨリ ル 々ニシテ セズ ハ  、 、

今日東京 於 專 敎育 人 間 行 口語 標準 案定 其 他 地方 於 口トシテ ニ イテ ラ アル 々ノ ニ ハルル ヲ トシテ シ ノ ノ ニ ケル、

語 法則 廣 用 或程度 之 斟酌 示 東京 言葉 中ノ トイヘドモ ク ヰラルヽモノハ マデ ヲ シタリ と されているように の が、

心 若干 地方 言葉 主 關西語 言 買 言で の の に であった そこで うて た うて た ようなる ではなく っ。 、 、 、

買 飮 賴 飮 賴 關西語て た って た よくなる が うで だ うで だ ではなく んで だ んで だ が、 、 、 、 、 、 、 、 、

飽 足 借 關東語 飽 足 借 場合 兩方 規範 認 一 決である く る る と である きる りる りる の は を として め つに、 、

二 定 用 形 示 今日私 自明 事實 受 止めた つに めた いぬがよい などの で された たちが な のように け めてい、 、 。

正 日本語 人爲的 政治的 判斷 基る しい は このように で かつ な に づいて つくられた ものなのである、 、 。

口語法 同別記 示 口語 規範 標準語 定着 後 國と によって された の が そのまま に したわけではない その の    、 。

定敎科書 國語讀本 新聞 雜誌 出版物 放送 変遷や などの ラジオ などによって してきているのであるが そ  、 、 、 、

基盤 貴重 資料 間違の となる な であることには いない。

口語法 同別記 主 方言學分野 各地方 方言 記述 資料 取 上と は これまで に において における を した として り    、

資料 方言 標準語 區別 學 言葉 矯正 言葉げられてきた しかしこの によって と を し ぶべき と されるべき。 、

意識 生 事實 口語法 同別記 口語 標準 制定 資料という が まれたこともまた であろう と は の を するための で。    

表面的 役割 共 標準 示 標準語 出 部分あったが その な と に でないものを すことによって から はみ された、 、 、 、

方言 矯正 目的つまり の がその であったといえる。

近代國民國家 國語 國語調査委員會 規範 言語調査 口語 標準語 方言キーワード 、 、 、 、 、 、 、
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